
回答期間2023年8月21日～9月24日まで 

○秘  中 同 協 ・ 関 西 ブ ロ ッ ク 6 府 県 合 同 定 点 景 況 調 査(2023年7～9月期)※スマホから簡単に回答⇒ 

氏名               （       ）支部 

【１】 自社の従業員数をご記入下さい  従業員数 正社員（  ）名 アルバイト・パート（  ）名 
【２】 業種・生産形態について 
（１）貴社の業種を１つお選び下さい 

1 製造業 2 建設業 3 情報通信業 4 運輸・倉庫業 

5 流通業（小売・卸含む） 6 専門サービス業（士業の方） 7 サービス業 8 その他（        ） 

（２）貴社の業務内容について簡潔にご記入下さい 

【３】 売上・利益について 
（現四半期は2023年7月～9月期、前四半期は2023年4月～6月期、次期は2023年10月～12月期） 
（１）売上・利益の動向について、該当する項目に○印をつけてください 

①売上 前四半期比：増 ・横 ・減 前年同期比：増 ・横 ・減 次期見通し(対前年同期比):増 ・横 ・減 
②利益 前四半期比：増 ・横 ・減 前年同期比：増 ・横 ・減 次期見通し(対前年同期比):増 ・横 ・減 
③現在の採算水準 黒字 ･やや黒字 ・ 収支トントン ･ 少し赤字 ・ 赤字 
④採算水準は前年同期と比べて 増加 ･やや増加 ・ 変化無し ･ 少し減少 ・ 減少 

（２）売上の増加と減少の原因について  
①前年同期比が「増加」と回答した企業は、以下の要因の内で該当する全ての番号に○をつけて下さい 

②売上の前年同期比が減少と回答した企業は、以下の要因のうちで該当する全ての番号に○印をつけて下さい 
１ 営業力の弱体化 ５ 人材育成不足 ９ 海外からの撤退・縮小 
２ コストアップ・生産性ダウン ６ 国内需要の減少 10 輸入増加による需要減少 
３ 新たな競合相手との競合 ７ 販売・受注価格の下落 11 輸出減少による需要減少 
４ 新商品登場による競合 ８ 撤退・規模縮小 12 他社との競合関係悪化 

（３）経常利益の増加と減少の原因について  
①前年同期比が「増加」と回答した企業は、以下の要因の内で該当する全ての番号に○をつけて下さい 

②前年同期比が「減少」と回答した企業は、以下の要因の内で該当する全ての番号に○をつけて下さい 

（４）売上高・経常利益の増減の特徴・ポイント・力点を詳しくご記入ください。（上記項目の具体的な事例等） 
①増加・②減少（該当するものに○をしてください）の特徴 

【４】経営上の問題点・対応策について 
（１）各種指標について 

①人手の現在の過不足：  1過剰・2やや過剰・3適正・4やや不足・5不足 
① 過剰・やや過剰と回答された理由  1正規従業員が過剰・2非正規従業員が過剰・3正規・臨時ともに過剰 
① 不足・やや不足と回答された理由  1正規従業員が不足・2非正規従業員が不足・3正規・臨時ともに不足 

       
②仕入単価 前年同期比： 1上昇・ 2横ばい・ 3下降 次期見通し： 1上昇・ 2横ばい・ 3下降 
③販売単価 前年同期比： 1上昇・ 2横ばい・ 3下降 次期見通し： 1上昇・ 2横ばい・ 3下降 
       
        
④設備投資（現四半期の実施状況）  1実施した・ 2実施していない  
 ④で実施したのはものは何ですか  1土地・ 2事業所 店舗・ 3工場・ 4情報システム関連・ 5機器設備・ 6その他 
⑤設備投資を1年以内に計画してますか  1計画あり・ 2計画なし  
 ⑤で計画している投資は何ですか  1土地・ 2事業所 店舗・ 3工場・ 4情報システム関連・ 5機器設備・ 6その他 
       
      
⑥業況判断（好転・悪化の状況） 前四半期比：1好転・2変化なし・3悪化 前年同期比：1好転・2変化なし・3悪化 
⑦業況判断（〃）次四半期見通 現四半期比：1好転・2変化なし・3悪化 前年同期比：1好転・2変化なし・3悪化 
        
⑧現四半期中の借入金  1増加 ・ 2横ばい ・ 3減少 ・ 4借金をしていない 
⑨資金繰り  1余裕あり ・ 2やや余裕 ・ 3順調 ・ 4やや窮屈 ・ 5窮屈 

（２）現在の経営上で、最も深刻な悩み・問題点を３つまで選び、番号に○印をつけて下さい 

１ 大企業の進出による競争の激化 10 金利負担の増加 19 税負担の増加 
２ 新規参入者の増加 11 事業資金の借入難 20 社会保険料・公共料金の増加 
３ 同業者相互の価格競争 12 従業員の不足 21 仕入先からの値上げ要請 
４ 官公需要の停滞 13 熟練技術者の確保難 22 輸出困難 
５ 民間需要の停滞 14 管理者（マネージャー）の不足 23 輸入品による圧迫 
６ 取引先の減少  15 経営者層（右腕・左腕）人材の不足 24 顧客ニーズ変化への対応やズレ 
７ 仕入単価の上昇・高止まり 16 下請業者の確保難 25 ＢＣＰの策定・運用 
８ 人件費増加 17 取引先からの値下げ要請 26 買収・合併・吸収などの検討 
９ 管理費等間接経費の増加 18 取引先からの取引条件(ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ等)要請   

 

(３)経営上の力点と対応策について①現在実施中、②今後新に実施したいをそれぞれ ３つまで選び、番号に○印をつけて下さい 
① ② 項目 ① ② 項目 ① ② 項目 
1 1 付加価値の増大 6 6 機械化促進（生産性向上：規模拡大） 11 11 得意分野の絞り込み 
2 2 新規受注（顧客）の確保 7 7 情報力強化（顧客ニーズの把握） 12 12 研究開発（新製品・サービス） 

3 3 人件費節約 8 8 人材確保 13 13 異業種･同業種･産学連携のネットワーク 

4 4 人件費以外の経費節約 9 9 社員教育 14 14 取引先・協力企業確保 

5 5 財務体質の強化（資金繰改善） 10 10 新規事業の展開（業態転換）    
(４)経営上の問題点・力点と対応策について具体的にご記入下さい  

 

【特別項目】 
【１】夏季賞与についてお尋ねします 
（１）2023年の冬季賞与の支給状況についてお答えください。 

1 支給した 2 支給しなかった 3 対象者がいない 4 その他 

（２）（１）で「１.支給した」と回答された方へ 前年度の夏季賞与との比較について、下記から選択してください。 

1 増額した 2 ほぼ同額 3 減額した 4 昨年は支給してない 

（３）（１）で「１.支給する」と回答された方へ 夏季賞与の支給額の月給の平均月数と平均金額についてお答えください。 

1 ヶ月を支給 2 円 

【２】10月1日から大阪府の最低賃金が1023円/時間から1064円/時間に4.0%引き上げられる影響について 

（１）今回の最低賃金の引き上げ額について 

1 妥当な額 2 高い 3 低い 4 わからない 

（２）今回の最低賃金アップで消費の動向はどうなると予測していますか 

1 改善する 2 変わらない 3 悪化する 4 わからない 

（３）今回の最低賃金引き上げについての対応 

1 最低賃金まで賃金を引き上げる 2 最低賃金を超えて賃金を引き上げる 

3 既に最低賃金を上回っているので引き上げない 4 既に最低賃金を上回っているがさらに引き上げる 

5 その他（                                          ） 

（４）今回の引き上げの自社への影響 

1 支出が増え経営的に苦しくなる 2 消費支出が増える経済効果でプラスの影響を見込んでいる 

3 影響はない 4 わからない  5 その他（               ） 

（５）引き上げへの経営上の対応（５つまで） 

1 生産性を高め対応する 2 残業代を削減する 3 役員報酬の削減 

4 他府県へ移転する 5 人件費総支出が変わらないよう調整する 6 福利厚生費の抑制 

7 海外への移転 8 外国人労働者・研修生や障害者の活用 9 非正規社員への置き換える 

10 社員を削減する 11 人件費以外のコストを削減 12 M＆Aや廃業の検討 

13 特に対策はとらない 14 その他（                                 ） 

（６）その他 最低賃金についてご意見等ございましたら、ご記入ください。 

 
 

【３】インボイス対応について 

（１）9月30日締切の適格請求書発行事業者の登録申請はしましたか？     

1 申請済又は申請中 2 申請予定 3 申請を検討中 4 免税事業者なので今回は申請しない 5 制度を知らない 

（２）<（1）で1又は2と回答した方へ> インボイス制度への対応はどの程度すすんでいますか？ 

1 対応済 2 施行日までに間に合うように準備中 3 準備しているが施行日には間に合わない 

（３）＜（1）で4と回答した方へ> 今後課税事業者として登録する予定はありますか 

1 予定している 2 検討している 3 今後も登録する予定はない 

【４】新型コロナ感染症に伴う信用保証協会の実質無利息融資について 

（１）実質無利息融資を受けていますか 

1 受けている 2 受けていない 

（２）<（1）で1と回答した方へ> 返済の状況はいかがですか？     

1 返済は十分にできている 2 返済に困窮している 

【５】中小企業月間、中小企業の日、中小企業憲章、中小企業振興条例について 

（１）7月は中小企業魅力発信月間。7/20が中小企業の日として制定されている事を知っていますか？     

1 知っている 2 知らない 

（２）中小企業憲章のことを知っていますか？ 

1 知っている 2 知らない 

（３）中小企業振興条例のことを知っていますか 

1 知っている 2 知らない 

お手数ですが、同友会事務局（FAX：06-6941-8352）までご返送ください。ご協力ありがとうございました。 

１ 営業力の強化・拡大 ５ 人材育成 ９ 海外進出・強化 
２ コストダウン・生産性アップ ６ 国内需要の拡大 10 輸入の減少による需要増 
３ 新規販路・新分野の開拓 ７ 販売・受注価格の上昇 11 輸出の増加による需要増 
４ 新商品・サービス開発 ８ 出店・規模の拡大 12 他社との競合関係改善 

１ 売上数量・客数の増加 ４ 原材料費・商品仕入額の低下 ７ 本業以外の部門の収益好転 
２ 売上単価・客単価の上昇 ５ 外注費の減少 ８ 得意先の業況変化 
３ 人件費の低下 ６ 金利負担の減少   

１ 売上数量・客数の減少 ４ 原材料費・商品仕入額の増加 ７ 本業以外の部門の収益悪化 
２ 売上単価・客単価の低下 ５ 外注費の増加 ８ 得意先の業況変化 
３ 人件費の増加 ６ 金利負担の増加   

 


